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７
月
の
参
議
院
選
挙
で
は

既
存
政
党
に
加
え
新
た
な
政

党
も
現
れ
、
国
民
の
選
択
肢

が
増
え
た
。
そ
の
中
で
最
近

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
へ
の
投

票
が
増
加
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
欧
米
で
は
日
本

よ
り
先
に
そ
の
傾
向
が
あ
り
、

経
済
格
差
が
大
き
く
な
る
ほ

ど
広
が
る
よ
う
だ
▼
ポ
ピ
ュ

リ
ズ
ム
と
は
一
般
に
「
大
衆

迎
合
主
義
」
と
訳
さ
れ
、
エ

リ
ー
ト
層
や
既
存
政
治
を
批

判
し
不
満
層
の
支
持
を
得
る

ス
タ
イ
ル
で
、
右
派
で
も
左

派
で
も
現
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。
右
派
で
は
移
民
排
斥
、

民
族
主
義
的
な
傾
向
が
あ

り
、
過
去
に
は
ド
イ
ツ
の
ナ

チ
ス
や
現
在
の
ア
メ
リ
カ
の

ト
ラ
ン
プ
政
権
が
典
型
例
で

あ
る
▼
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
社

会
の
不
安
や
不
満
を
煽
り
、

敵
を
作
る
こ
と
で
社
会
の
分

断
を
生
む
。
一
方
、
既
存
政

治
の
欠
点
を
指
摘
し
、
問
題

点
を
政
治
に
反
映
さ
せ
る
役

割
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら

多
数
派
を
重
視
す
る
た
め
に

少
数
派
の
排
斥
と
な
り
、
極

端
な
政
策
に
つ
な
が
る
恐
れ

が
あ
る
▼
現
実
に
ト
ラ
ン
プ

政
権
で
の
医
療
政
策
に
お
い

て
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
か
ら
の
脱
退
や

反
ワ
ク
チ
ン
主
義
者
の
登
用

が
行
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
感

染
症
対
策
が
危
惧
さ
れ
る
状

態
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
で

の
今
後
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
台

頭
に
は
警
鐘
を
鳴
ら
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。�

（
Ｙ
Ｉ
）

　

当
日
は
、
役
員
、
事
務
局

計
18
人
が
参
加
。
街
ゆ
く
道

民
一
人
ひ
と
り
に
「
従
来
の

健
康
保
険
証
を
使
い
続
け
た

い
！
」
と
記
し
た
署
名
用
紙

入
り
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布

し
、
社
会
保
障
制
度
の
問
題

点
な
ど
を
訴
え
た
。

　

冒
頭
、
橋
本
透
会
長
は
高

額
療
養
費
制
度
に
つ
い
て
言

及
し
「
患
者
の
治
療
・
療
養

を
支
え
る
命
綱
で
あ
り
、
負

担
上
限
額
の
引
き
上
げ
は
世

医
療
費
削
減
政
策
に
起
因
す

る
と
指
摘
し
た
。
飲
み
慣
れ

た
薬
が
使
え
ず
負
担
増
に
つ

な
が
る
問
題
を
訴
え
、
安
定

供
給
と
必
要
な
医
療
の
保
障

を
求
め
た
。

　

池
田
博
理
事
は
、
地
域
医

療
機
関
の
閉
院
に
つ
い
て
、

人
口
減
少
や
高
齢
化
、
人
材

不
足
で
深
刻
化
し
て
い
る
と

呼
び
か
け
、
広
大
な
地
域
を

有
す
る
北
海
道
の
特
殊
性
を

踏
ま
え
改
善
を
訴
え
た
。

　

伊
藤
正
美
政
策
部
長
は
、

保
険
証
の
廃
止
に
つ
い
て
、

マ
イ
ナ
保
険
証
は
更
新
忘
れ

や
シ
ス
テ
ム
障
害
で
無
保
険

扱
い
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
、

患
者
や
医
療
現
場
に
混
乱
を

招
く
と
し
て
、
健
康
保
険
証

廃
止
撤
回
を
主
張
し
た
。

　

小
野
木
宏
仲
広
報
副
部
長

は
、
嚥
下
障
害
や
構
音
・
発

音
障
害
の
原
因
と
な
る
オ
ー

ラ
ル
フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て
、

か
か
り
つ
け
歯
科
で
の
定
期

的
検
診
と
フ
レ
イ
ル
予
防
の

重
要
性
を
強
調
し
た
。

　

大
友
康
資
理
事
は
、
子
ど

も
の
口
腔
機
能
を
育
て
る
た

め
に
は
虫
歯
予
防
や
治
療
だ

け
で
な
く
「
食
べ
る
・
話
す
・

呼
吸
す
る
」
と
い
っ
た
機
能

を
診
断
・
治
療
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
訴
え
た
。

　

立
ち
止
ま
る
道
民
か
ら
は

「
健
康
保
険
証
が
な
く
な
る

の
は
困
る
」「
医
療
費
の
負

担
増
大
に
不
安
を
感
じ
る
」

な
ど
、
切
実
な
声
が
多
く
寄

せ
ら
れ
た
。

　

本
会
は
、
道
民
の
声
を
国

会
へ
届
け
る
と
と
も
に
国
民

皆
保
険
の
充
実
と
、
安
心
し

て
受
け
ら
れ
る
医
療
の
実
現

を
求
め
活
動
を
継
続
す
る
。

代
を
問
わ
ず
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
」
と
批
判
し
た
。
制

度
見
直
し
の
理
由
と
さ
れ
る

財
政
逼
迫
は
実
態
に
合
わ

ず
、
保
険
料
軽
減
効
果
も
微

小
だ
と
指
摘
し
た
。
今
後
の

専
門
委
員
会
の
議
論
に
向

け
、
上
限
額
引
き
上
げ
阻
止

を
訴
え
た
。

　

そ
の
後
、
役
員
が
交
代
で

医
薬
品
の
供
給
問
題
、
地
域

医
療
機
関
の
閉
院
問
題
、
保

険
証
の
廃
止
反
対
、
歯
科
医

療
に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て

訴
え
た
。

　

北
村
三
穂
広
報
副
部
長

は
、
医
薬
品
不
足
は
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
の
不
正
や

供
給
体
制
の
脆
弱
さ
、
国
の

　

函
館
地
区
支
部
と
本
部
の

共
催
に
よ
り
、
８
月
３
日
函

館
市
民
会
館
で
黒
岩
恭
子
氏

（
村
田
歯
科
医
院
院
長
）
を

招
き
、「
な
ぜ
『
黒
岩
恭
子

の
口
腔
ケ
ア
＆
口
腔
リ
ハ
ビ

リ
』
は
食
べ
ら
れ
る
口
に
な

る
か
」
と
題
し
た
講
演
会
を

開
催
し
た
。

　

講
演
会
に
先
立
ち
、
橋
本

透
会
長
が
「
本
会
は
医
科
歯

科
一
体
で
活
動
し
て
お
り
、

共
通
の
病
域
に
つ
い
て
、
昨

年
と
今
年
に
研
修
会
を
行
っ

た
。
本
日
は
口
腔
ケ
ア
・
リ

ハ
ビ
リ
の
お
話
を
伺
え
る
こ

と
を
大
変
意
義
深
く
思
う
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
会
が
広

が
っ
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し

た
。

　

黒
岩
氏
は
、
超
高
齢
化
社

会
に
お
け
る
多
様
な
健
康
課

題
の
中
で
も「
口
の
重
要
性
」

に
着
目
。
口
は
栄
養
摂
取
の

入
り
口
で
あ
り
、
口
腔
内
の

筋
力
低
下
が
全
身
の
健
康
に

直
結
す
る
と
指
摘
し
た
。
ま

た
、
長
年
の
在
宅
現
場
で
の

経
験
を
踏
ま
え
、
口
腔
ケ
ア

の
重
要
性
を
説
く
と
と
も

に
、
自
身
が
開
発
し
た
口
腔

ケ
ア
用
品
を
動
画
で
紹
介
し

た
。
講
演
後
半
で
は
模
擬
患

者
を
交
え
て
、
参
加
者
と
と

も
に
実
技
を
交
え
た
口
腔
ケ

ア
の
実
践
を
行
っ
た
。

　

当
日
は
93
人
が
参
加
し
、

終
了
後
も
質
疑
応
答
が
活
発

に
行
わ
れ
、
参
加
者
の
関
心

の
深
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。

　主な目次　
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２
面
…
●
時
論
「
進
む
医
療
地
域
偏
在
」

　
　
　
●
解
説
「
医
療
機
関
赤
字
増

消
費
税
負
担
重
く
」

３
面
…
●
ど
さ
ん
こ
通
信
１
７
９

　
　
　
　（
北
広
島
市
）

　
　
　
●
読
者
の
ひ
ろ
ば

４
面…

●
医
科
保
険
診
療
研
究

　
　
　
●
保
険
医
こ
ぼ
れ
ば
な
し

編集発行人

講師の黒岩 恭子 氏

当日の講演内容は
YouTube（右記QR）
からご覧いただけます。
是非ご視聴ください。

※配信は予告なく終了する場合がございます。

日本福祉大学
名 誉 教 授

▶
道
民
へ
訴
え
か
け
る
橋
本
透
会
長

請願署名入りのティッシュを配布

　
本
会
は
９
月
６
日
、
札
幌
大
通
公
園
で
医
療
機
関
の
窮
状
を
道
民
に
訴
え

る
街
頭
宣
伝
行
動
を
行
っ
た
。
当
日
は
「
従
来
の
健
康
保
険
証
を
使
い
続
け

た
い
！
」
と
記
し
た
署
名
用
紙
入
り
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
、
社
会
保
障
制

度
の
問
題
や
健
康
・
予
防
の
重
要
性
を
訴
え
た
。
健
康
保
険
証
廃
止
や
患
者

負
担
増
へ
不
満
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
道
民
の
関
心
の
高
さ
が
示
さ
れ
た
。

函館地区支部函館地区支部
講演会講演会

道民に訴える医療の深刻な危機道民に訴える医療の深刻な危機

く
る
リ
ー
ナ

く
る
リ
ー
ナ

ブ
ラ
シ
の

ブ
ラ
シ
の

札
幌
大
通
で
街
宣
行
動

札
幌
大
通
で
街
宣
行
動

口
の
重
要
性
語
る

口
の
重
要
性
語
る

黒
岩
氏
が
講
演

黒
岩
氏
が
講
演
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２
０
２
５
年
上
半
期
の

集
計
に
よ
る
と
医
療
機
関

の
倒
産
は
35
件
と
、過
去
最

多
を
記
録
し
た
24
年
の
64

件
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
進

む
。
内
訳
は
病
院
が
９
件

（
23
年
３
件
、24
年
６
件
）、

診
療
所
12
件（
23
年
23
件
、

24
年
31
件
）、歯
科
医
院
14

件（
23
年
15
件
、24
年
27

件
）で
、病
院
お
よ
び
歯
科

医
院
で
過
去
最
多
に
並
ぶ

水
準
で
推
移
し
て
い
る
。

　

倒
産
増
加
の
背
景
に
は

収
益
性
の
悪
化
が
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
５
類
移
行
後

も
患
者
数
の
回
復
が
見
込

め
な
い
中
、
近
年
の
あ
ら

ゆ
る
物
品
の
高
騰
は
医
療

機
器
・
材
料
の
価
格
、
光

熱
費
な
ど
広
範
囲
に
及
び
、

加
え
て
人
件
費
の
高
騰
も

強
く
影
響
し
て
い
る
。
本

会
ア
ン
ケ
ー
ト
（
解
説
参

照
）
で
も
、
医
薬
品
・
特

定
保
険
医
療
材
料
に
係
る

消
費
税
が
経
営
を
圧
迫
し

て
い
る
実
態
が
う
か
が
え

た
。
一
方
、
収
入
源
で
あ

る
診
療
報
酬
は
抑
制
さ
れ
、

支
出
超
の
補
填
に
は
程
遠

い
。
中
小
規
模
の
医
療
機

関
で
は
、
拙
速
過
ぎ
る
医

療
Ｄ
Ｘ
の
導
入
対
応
や
承

継
で
き
ず
に
廃
院
に
至
る

事
例
も
後
を
絶
た
な
い
。

　

25
年
の
実
現
を
目
指
す

国
の
地
域
医
療
構
想
は
地

域
偏
在
を
改
善
し
た
と
は

言
い
難
く
、
地
域
の
医
療

を
目
指
す
医
師
・
歯
科
医

師
の
人
材
減
少
も
現
実
的

だ
。
歯
科
医
師
数
は
22
年

末
に
初
め
て
減
少
に
転

じ
、
歯
科
医
院
数
も
21
年

以
降
減
少
が
続
く
。医
師
・

歯
科
医
師
の
半
数
以
上
が

札
幌
圏
に
集
中
す
る
本
道

で
は
、
地
域
偏
在
が
一
層

進
ん
で
い
る
。

　

20
年
の
人
口
10
万
人

あ
た
り
の
医
師
数
は

２
５
１
・
３
人
と
全
国
平

均
に
近
い
も
の
の
、
２
次

医
療
圏
で
は
上
川
中
部
及

び
札
幌
の
２
圏
域
を
除
く

19
圏
域
で
全
国
平
均
を
下

回
り
、
内
５
圏
域
で
は
全

国
値
の
50
％
未
満
だ
っ

た
。
歯
科
医
師
数（
84
・

６
人
）
も
同
様
に
札
幌
及

び
北
空
知
を
除
い
た
19
圏

域
で
全
国
平
均
を
下
回
り
、

１
圏
域
は
全
国
値
の
50
％

未
満
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

22
年
の
無
医
地
区
数
は

64
と
４
年
前
か
ら
12
減
、

地
区
人
口
も
９
１
７
０
人

と
微
減
す
る
一
方
、
無
歯

科
医
地
区
は
64
地
区（
11

減
）
に
１
万
８
０
４
人

（
１
３
３
７
人
増
）
と
地

区
人
口
は
増
加
し
て
い

る
。
広
大
な
本
道
で
は
医

師
・
歯
科
医
師
の
地
域
偏

在
が
加
速
し
て
い
る
と
も

い
え
、
そ
の
改
善
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。

　

真
に
医
師
・
歯
科
医
師

数
の
適
正
化
と
適
正
配
置

を
促
進
す
る
施
策
と
、
財

政
措
置
を
強
く
求
め
る
。

　

回
答
者
の
院
所
の
所
在
地

は
、
札
幌
市
内
38
・
３
％
、

札
幌
近
郊
３
・
８
％
、
そ
の

他
の
地
域
が
57
・
９
％
で
、

道
内
各
地
か
ら
幅
広
く
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　

許
可
病
床
数
は
「
19
床

以
下（
有
床
診
）」
が
40
・

７
％
で
最
も
多
く
、
次
い
で

「
１
０
０
～
１
９
９
床
」
が

24
・
９
％
、「
50
～
99
床
」

が
18
・
７
％
と
な
り
、
50
床

以
上
１
９
９
床
以
下
の
病
院

か
ら
の
回
答
も
多
か
っ
た
。

病
床
機
能
で
は
「
急
性
期
」

が
54
・
８
％
と
回
答
の
半
数

以
上
を
占
め
た
。

２
０
２
４
年
度
決
算
、

２
０
２
４
年
度
決
算
、

��

６
割
超
が
赤
字

６
割
超
が
赤
字

　

２
０
２
４
年
度
決
算
で
黒

字
と
回
答
し
た
の
は
34・０
％

（
10
％
未
満
28
・
２
％
、
10
～

20
％
１・９
％
、20
％
以
上
０・

５
％
、
割
合
不
明
３・
４
％
）

に
と
ど
ま
っ
た
図
１
。

　

一
方
、
赤
字
は
66
・
０
％

（
10
％
未
満
25
・
２
％
、
10

～
20
％
11
・
７
％
、
20
％
以

上
16
・
５
％
、
割
合
不
明

12
・
６
％
）
に
上
り
、
６
割

以
上
の
医
療
機
関
で
経
営
悪

化
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
止

ま
ら
な
い
物
価
高
騰
に
よ
り
、

今
年
度
は
さ
ら
に
状
況
が
深

刻
化
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

医
薬
品
の
消
費
税
負
担
、

医
薬
品
の
消
費
税
負
担
、

��

半
数
超
が
赤
字

半
数
超
が
赤
字

　

保
険
請
求
が
可
能
な
医
薬

品
に
対
す
る
消
費
税
の
影
響

で
は
、
黒
字
と
回
答
し
た
の

は
40
・
９
％
（
10
％
未
満

33
・
５
％
、
10
％
以
上
１
・

６
％
、
割
合
不
明
５
・８
％
）

だ
っ
た
図
２
。

　

こ
れ
に
対
し
、
赤
字
は
56・

６
％（
10
％
未
満
25・
７
％
、

10
％
以
上
12・
６
％
、割
合
不

明
18・
３
％
）を
占
め
、
全
体

で
過
半
数
以
上
の
医
療
機
関

が
逆
ザ
ヤ
に
陥
っ
て
お
り
、医

薬
品
の
消
費
税
負
担
が
経
営

を
圧
迫
し
て
い
る
実
態
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。

特
定
保
険
医
療
材
料
の

特
定
保
険
医
療
材
料
の

赤
字
割
合
、
医
薬
品
超
え

赤
字
割
合
、
医
薬
品
超
え

　

保
険
請
求
が
可
能
な
特
定

保
険
医
療
材
料
に
対
す
る

消
費
税
の
影
響
で
は
、
黒

字
が
27
・
０
％
（
10
％
未

満
23
・
３
％
、
割
合
不
明

３
・
７
％
）
に
と
ど
ま
っ
た

図
３
。

　

一
方
、
赤
字
と
回
答
し
た

の
は
全
体
の
58
・
７
％
（
10�

％
未
満
27
・
５
％
、
10
％
以

上
14
・
８
％
、
割
合
不
明

16
・
４
％
）
を
占
め
、
結
果

と
し
て
医
薬
品
の
赤
字
を
や

や
上
回
り
、
半
数
を
超
え
る

医
療
機
関
が
逆
ザ
ヤ
に
陥
っ

て
い
た
。

消
費
税
手
当
、

消
費
税
手
当
、

��

９
割
近
く
が
「
不
十
分
」

９
割
近
く
が
「
不
十
分
」

　

診
療
報
酬
に
お
け
る
医
薬

品
・
特
定
保
険
医
療
材
料
な

ど
の
消
費
税
部
分（
実
際
に

は
診
療
報
酬
で
補
填
さ
れ
ず

医
療
機
関
の
持
ち
出
し
と
な

る
部
分
）
の
手
当
に
つ
い

て
、全
体
の
87
・４
％
が
「
不

十
分
で
あ
る
」
と
回
答
し
た

（「
十
分
で
あ
る
」
０
・５
％
、

「
わ
か
ら
な
い
」
12
・
１
％
）

図
４
。

　

さ
ら
に
、
医
薬
品
や
特
定

保
険
医
療
材
料
の
購
入
時
に

か
か
る
消
費
税
の
今
後
の
在

り
方
に
つ
い
て
は
「
購
入
時

の
消
費
税
を
０
％
に
す
る
」

が
最
も
多
く
62
・
２
％
、
次

い
で
「
ゼ
ロ
税
率
を
適
用
さ

せ
る
」
12
・
４
％
、「
支
払

い
時
に
転
嫁
す
る
」８
・８
％

と
な
っ
た
。

　

厚
労
省
調
査
で
は
、消
費
税

引
き
上
げ
に
伴
う
補
填
は
概

ね
実
施
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ

て
き
た
。し
か
し
、現
行
制
度

の
補
填
が
不
十
分
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
、不
満
は
強
く
、

多
く
の
医
療
機
関
が
消
費
税

負
担
の
早
急
な
軽
減
を
求
め

る
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

◇　

◇　

◇

　

本
会
は
今
回
の
結
果
を
も

と
に
、国
・
厚
労
省
に
医
療
機

関
の
実
態
を
伝
え
、２
０
２
６

年
度
の
診
療
報
酬
改
定
に
向

け
て
、今
後
と
も
診
療
報
酬
の

増
額
を
強
く
求
め
て
い
く
。

　

８
月
２
・
３
日
、
夏
の
恒

例
行
事
と
な
っ
た
親
子
一
泊 図１  �2024 年度決算内容について

図３  �特定医療材料に対する消費税の影響について（損益）

図２  �医薬品に対する消費税の影響（損益）

黒字-10%未満
28.2%

黒字-10%～20％
1.9%

黒字-20%以上
0.5%

黒字-割合不明
3.4%

赤字-10%未満
25.2%

赤字-10%～20％
11.7%

赤字-20%以上
16.5%

赤字-割合不明
12.6%

黒字-10%未満
33.5%

黒字-10%以上
1.6%

黒字-割合不明
5.8%

赤字-10%未満
25.7%

赤字-10%以上
12.6%

赤字-割合不明
18.3%

扱っていない
2.5%

黒字-10%未満
23.3%

黒字-割合不明
3.7%

赤字-10%未満
27.5%

赤字-10%以上
14.8%

赤字-割合不明
16.4%

扱っていない
14.3%

十分である0.5%

不十分である87.4%

わからない12.1%

図４  �消費税部分の手当について

進
む
医
療
地
域
偏
在

　
本
会
は
今
年
７
月
に
道
内
病
院
・
有
床
診
療
所（
以
下
、
有
床
診
）
を
対
象
に

し
た
「
医
薬
品
・
特
定
保
険
医
療
材
料
の
購
入
に
係
る
消
費
税
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
実
施
し
、２
０
９
件（
病
院
１
２
４
件・有
床
診
85
件
）
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。

本
稿
で
は
そ
の
調
査
結
果
と
概
要
を
報
告
す
る
（
未
掲
載
の
グ
ラ
フ
や
自
由
意

見
は
タ
イ
ト
ル
横
の
Ｑ
Ｒ
参
照
）。

解

説

解

説

医療機関赤字 医療機関赤字 増増
消費税負担重く消費税負担重く

医薬品・特定保険医療材料の購入に係る消費税アンケート医薬品・特定保険医療材料の購入に係る消費税アンケート医 科医 科
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院
長
に
就
任
し
て
２
年
半
。

３
つ
の
Ａ
Ｉ
（ChatGPT

・

Claude

・Gemini

）
に
「
職

場
の
黄
金
律
」
を
尋
ね
て
み

た
。
最
も
共
通
し
て
い
た
の

は
「
相
手
の
立
場
に
立
つ
」

こ
と
だ
っ
た
。

　

ど
ん
な
場
面
で
も
「
自
分

が
そ
の
立
場
な
ら
ど
う
感
じ

る
か
」
を
考
え
る
こ
と
が
基

本
ら
し
い
。「
な
ぜ
そ
う
考

え
、
そ
う
行
動
し
た
の
か
」

を
理
解
し
よ
う
と
す
る
姿
勢

が
大
切
だ
と
い
う
。
そ
れ
な

り
の
理
由
が
あ
る
は
ず
だ
。

　

次
に
「
感
謝
・
称
賛
・
謝

罪
を
言
葉
に
す
る
」
こ
と
の

重
要
性
だ
。「“
あ
り
が
と
う
”

と
“
ご
め
ん
な
さ
い
”
は
魔

法
の
言
葉
」（Gemini

）
や

「
成
果
を
率
直
に
認
め
る（
称

賛
や
感
謝
は
ケ
チ
ら
な
い
）」

（ChatGPT

）
な
ど
。「
挨
拶

と
お
礼
は
、相
手
よ
り
先
に
」

（ChatGPT

）
と
い
う
指
摘

に
は
、
い
つ
も
後
手
に
回
っ

て
い
る
自
分
を
省
み
た
く
な

る
。

　

Claude

は
「
批
判
は
行

動
に
、
称
賛
は
人
格
に
向
け

る
」
と
、
か
な
り
上
級
者
向

け
の
助
言
も
く
れ
た
。
指
摘

す
る
時
は
「
あ
な
た
の
○
○

と
い
う
行
動
が
問
題
だ
っ
た
」

と
行
動
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、

褒
め
る
時
は
「
あ
な
た
の
努

力
家
な
と
こ
ろ
が
素
晴
ら
し

い
」
と
人
格
を
認
め
る
。
こ

れ
に
よ
り
「
批
判
は
建
設
的

に
な
り
、
称
賛
は
よ
り
深
く

相
手
の
心
に
響
く
」
と
い
う
。

　

そ
し
て
、
黄
金
律
中
の
黄

金
律
が
「
自
分
が
さ
れ
て
嫌

な
こ
と
は
、人
に
も
し
な
い
」

（ChatGPT

）
で
あ
る
。
論

ば
諦
め
て
い
ま
し
た
。

　

転
機
が
訪
れ
た
の
は
、２
年

前
の
あ
る
冬
の
日
で
し
た
。夫

と
娘
二
人
で
近
く
の
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
に
買
い
物
に
行
っ

た
と
こ
ろ
、ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

で
か
わ
い
い
子
猫
と
の
運
命

の
出
会
い
が
あ
っ
た
の
で
す
。

犬
派
の
夫
は
も
ち
ろ
ん
反
対

し
ま
し
た
が
、
子
ど
も
は
ど

う
し
て
も
飼
い
た
い
！
と
２

時
間
泣
き
続
け
、猫
を
お
迎
え

す
る
こ
と
に
。
私
は
傍
観
者

の
ふ
り
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

内
心
大
喜
び
で
し
た
（
笑
）。

　

新
し
い
家
族
は
ラ
ガ
マ

フ
ィ
ン
と
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

シ
ョ
ー
ト
ヘ
ア
の
ミ
ッ
ク
ス

で
、
長
毛
種
の
雌
猫
で
す
。

当
時
ま
だ
２
カ
月
だ
っ
た
た

め
抱
き
上
げ
た
ら
壊
れ
て
し

ま
い
そ
う
な
、
華
奢
で
ひ
弱

な
子
猫
に
見
え
ま
し
た
。
お

な
か
も
弱
く
、
す
ぐ
下
痢
し

た
り
血
便
が
あ
っ
た
り
で
、

病
院
通
い
が
続
き
心
配
し
て

い
た
も
の
で
し
た
が
、
１
歳

を
過
ぎ
る
と
体
調
も
落
ち
着

い
て
き
て
、可
愛
い
姿
で
日
々

の
疲
れ
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。

当
初
嫌
が
っ
て
い
た
夫
も
少

し
ず
つ
距
離
が
近
く
な
り
、

家
族
で
一
番
か
わ
い
が
っ
て

い
る
か
な
と
思
う
ほ
ど
に
猫

に
な
じ
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
も
十
分
幸
せ
だ
っ

た
の
で
す
が
、
今
春
、
な
ん

と
２
匹
目
の
猫
が
き
ま
し

た
！
長
女
の
受
験
の
帰
り
に

時
間
つ
ぶ
し
に
と
立
ち
寄
っ

た
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
に
、
そ

の
ラ
ガ
マ
フ
ィ
ン
の
女
の
子

が
い
ま
し
た
。
顔
の
半
分
く

ら
い
あ
る
の
か
と
思
う
よ
う

な
大
き
な
瞳
と
、
ふ
わ
ふ
わ

の
淡
い
茶
色
の
毛
に
靴
下
の

よ
う
な
白
い
手
足
が
か
わ
い

ら
し
く
、
抱
っ
こ
さ
せ
て
も

ら
っ
た
時
じ
ゃ
れ
た
り
膝
で

寛
い
だ
り
と
、
そ
の
人
懐
っ

こ
い
様
子
に
す
っ
か
り
離
れ

ら
れ
な
く
な
り
…
。
近
く
ま

で
き
て
い
た
夫
と
次
女
を
す

ぐ
呼
ん
で
対
面
し
た
ら
、あ
っ

と
い
う
間
に
も
う
一
人
家
族

が
増
え
て
し
ま
い
ま
し
た
！

　

来
た
当
初
は
先
住
猫
と
か

な
り
喧
嘩
し
た
り
、
く
い
し

ん
ぼ
う
で
エ
サ
を
独
り
占
め

し
た
り
と
い
ろ
い
ろ
大
変
で

し
た
が
、
い
ま
で
は
す
っ
か

り
家
族
の
一
員
で
す
。

　

娘
２
人
に
猫
２
匹
、
子
ど

も
が
４
人
に
増
え
た
よ
う
で
、

今
と
て
も
賑
や
か
で
幸
せ
な

毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

語
の「
己
の
欲
せ
ざ
る
こ
と
、

他
に
施
す
こ
と
な
か
れ
」や
、

新
約
聖
書
の
「
自
分
に
し
て

も
ら
い
た
い
と
思
う
こ
と
を

他
人
に
も
せ
よ
」と
い
っ
た
、

古
今
東
西
に
通
じ
る
普
遍
的

な
教
え
で
あ
る
。

　

「
約
束
を
守
る
」
も
人

気
だ
っ
た
。「
小
さ
く
て

も
必
ず
守
る
」（Claude

）

や
「
約
束
と
期
限
を
守
る
」

（Gemini

）
な
ど
、
些
細
に

思
え
る
こ
と
で
も
確
実
に
果

た
す
こ
と
で
信
頼
が
築
か
れ

る
と
い
う
。

　

情
報
共
有
の
大
切
さ
も
共

通
テ
ー
マ
だ
っ
た
。「
報
・

連
・
相
の
徹
底
」（Gemini

）

を
基
本
中
の
基
本
と
し
「
わ

か
ら
な
い
こ
と
は
早
め
に
聞

く
」（ChatGPT

）
や
「
悪

い
ニ
ュ
ー
ス
こ
そ
早
め
に
共

有
す
る
」（Claude
）と
い
っ

た
助
言
が
な
ら
ん
だ
。

　

改
め
て
、
意
識
し
て
実
践

し
て
み
よ
う
と
思
う
。

　

幼
少
時
か
ら
大
の
猫
好
き

で
し
た
が
、実
家
を
出
て
か
ら

は
仕
事
、育
児
と
忙
し
く
極
め

つ
け
に
夫
が
大
の
猫
嫌
い
…
。

も
う
一
生
猫
を
飼
う
と
い
う

事
が
で
き
な
い
の
か
な
、と
半

　

北
広
島
市
は
、
札
幌
市
と

新
千
歳
空
港
の
間
に
広
が
る

な
だ
ら
か
な
丘
陵
地
帯
に
あ

り
、
豊
か
に
息
づ
く
緑
の

環
境
、
ゆ
と
り
の
土
地
空

間
、
整
備
さ
れ
た
交
通
網
な

ど
、
自
然
と
都
市
機
能
が
調

和
し
た
街
で
す
。
２
０
２
３

年
３
月
に
は
北
海
道
ボ
ー
ル

パ
ー
ク
Ｆ
ビ
レ
ッ
ジ
が
開
業

し
、
２
０
２
４
年
度
は
約

４
１
８
万
人
の
方
が
来
場
す

る
な
ど
、
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
構

想
が
も
た
ら
す
新
た
な
価
値

と
機
会
が
着
実
に
あ
ら
わ
れ

始
め
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
救
急
医
療
体
制
は
、

夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
と
在
宅

当
番
医
制
度
に
よ
り
３
６
５

日
の
診
療
体
制
が
維
持
さ
れ

て
い
ま
す
。
働
き
方
改
革
等

に
よ
る
担
い
手
不
足
の
課
題

も
あ
る
中
、
大
学
等
か
ら
の

医
師
派
遣
や
市
内
医
療
機
関

の
協
力
に
よ
り
成
り
立
っ
て

お
り
、
さ
ら
に
２
０
２
４
年

11
月
か
ら
は
24
時
間
看
護
師

に
電
話
で
救
急
医
療
相
談
が

で
き
る
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー

事
業（
♯
７
１
１
９
）
に
も

参
画
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
市
内
で

は
２
０
０
３
年
以
降
、
産

科
を
標
榜
す
る
医
療
機
関

が
不
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
に
は
最
大
８
０�

０
０
万
円
を
補
助
す
る
誘
致

制
度
を
創
設
し
ま
し
た
が
、

出
生
数
の
減
少
な
ど
情
勢
の

変
化
も
あ
り
、
２
０
２
４
年

10
月
に
は
分
娩
を
行
わ
な
い

産
科
も
補
助
対
象
に
含
め
る

改
正
を
行
い
、
現
在
も
誘
致

を
継
続
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

北
広
島
市
は
、
ク
ラ
ー
ク

博
士
が
「
ボ
ー
イ
ズ
・
ビ
ー
・

ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
」
の
名
言
を

残
し
た
ゆ
か
り
の
地
で
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ

　

８
月
２
・
３
日
、
夏
の
恒

例
行
事
と
な
っ
た
親
子
一
泊

キ
ャ
ン
プ
旅
行
を
「
グ
リ
ー

ン
ス
テ
イ
洞
爺
湖
」
で
開
催

し
、
当
日
は
洞
爺
湖
を
望
む

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
に
16
家

族
、
親
子
あ
わ
せ
て
43
人
が

参
加
し
た
。

　

午
後
５
時
か
ら
開
村
式
が

行
わ
れ
、
三
浦
副
会
長
と
大

友
理
事
の
挨
拶
の
後
、
全
員

で
野
外
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
準

備
を
行
っ
た
。
夕
食
で
は
、

大
き
な
塊
肉
を
熟
成
さ
せ
た

ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
を
は
じ

め
、
冷
え
た
生
ビ
ー
ル
や
ワ

イ
ン
に
舌
鼓
を
打
っ
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
菱
川
理

事
か
ら
昆
虫
や
鉱
物
の
標
本

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
笑
顔

を
見
せ
て
い
た
。
そ
の
後
は

ス
イ
カ
割
り
や
花
火
な
ど
で

盛
り
上
が
り
、
楽
し
い
一
夜

を
過
ご
し
た
。

　

翌
日
も
参
加
者
は
思
い
思

い
に
大
自
然
を
満
喫
し
た
。

最
後
に
、
今
回
の
キ
ャ
ン
プ

が
節
目
と
な
る
こ
と
か
ら
、

常
連
の
参
加
者
に
向
け
た
感

謝
式
が
行
わ
れ
た
。

　

家
族
サ
ー
ビ
ス
と
会
員
・

家
族
同
士
の
親
睦
を
深
め
た

２
日
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
、
盛
会
の
う
ち
に
解
散

と
な
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
初
め
て

の
キ
ャ
ン
プ
で
不
安
だ
っ
た

が
、
テ
ン
ト
の
設
営
を
手

伝
っ
て
も
ら
い
助
か
っ
た
」

「
子
ど
も
が
ス
イ
カ
割
り
や

花
火
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
、
夏
休
み
の
良
い
思
い
出

に
な
っ
た
」
な
ど
の
声
が
寄

せ
ら
れ
、大
変
好
評
だ
っ
た
。

ア
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
こ
れ

か
ら
も
市
民
が
安
心
・
安
全

に
暮
ら
し
て
い
け
る
医
療
提

供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、

各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

エスコンフィールド HOKKAIDO

facebook®X（旧twitter）

SNSでも情報発信中！北海道保険医会公式SNS

179179179
どさんこ通信どさんこ通信

職
場
の
「
黄
金
律
」
を
Ａ
Ｉ
に
聞
い
て
み
た

職
場
の
「
黄
金
律
」
を
Ａ
Ｉ
に
聞
い
て
み
た

札
幌
支
部　
札
幌
し
ら
か
ば
台
病
院

後ご
と
う藤　

啓あ
き
ら

猫
の
い
る
幸
せ
な
生
活

猫
の
い
る
幸
せ
な
生
活

札
幌
支
部　
勤
医
協
札
幌
ふ
し
こ
歯
科
診
療
所

花は
な
い井　
雅ま

さ
え恵

親子一泊キャンプ旅行親子一泊キャンプ旅行

夏休みに洞爺湖の自然を満喫！夏休みに洞爺湖の自然を満喫！

北
広
島
市
　
保
健
福
祉
部
健
康
推
進
課

　
救
急
医
療
と
産
婦
人
科
誘
致
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医療DX推進体制整備加算等の
一部改定について

　 　

　

現
在
、
歯
科
健
診
を
受
託

し
て
い
る
保
育
園
で
、
朝
食

に
何
を
食
べ
て
い
る
か
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、

パ
ン
を
食
べ
て
い
る
家
庭
が

５
割
を
越
え
て
お
り
、
今
の

日
本
全
体
の
現
状
も
同
様
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

戦
前
に
日
本
に
入
っ
て
き

た
当
初
、
パ
ン
は
お
や
つ
と

し
て
食
べ
ら
れ
て
い
た
が
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
栄
養

改
善
運
動
で
食
の
欧
米
化
が

進
め
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
ア

メ
リ
カ
の
余
剰
小
麦
が
食
糧

援
助
の
名
目
で
大
量
に
日
本

に
入
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

食
事
と
し
て
定
着
し
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。

　

日
本
人
の
米
の
消
費
量
は

現
在
、
ピ
ー
ク
時（
昭
和
37

年
）の
お
よ
そ
半
分
と
な
り
、

敗
戦
国
に
な
ら
な
け
れ
ば
、

今
も
米
を
主
食
と
す
る
食
生

活
を
続
け
て
い
た
だ
ろ
う
。

　

国
の
指
針
で
は
主
食
を「
ご

は
ん・パ
ン・麺
」と
同
じ
位
置

づ
け
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、

ご
は
ん
を
食
べ
る
日
本
と
パ

ン
を
食
べ
る
欧
米
と
で
は
食

生
活
の
パ
タ
ー
ン
が
異
な
る

た
め「
ご
は
ん
の
か
わ
り
に
パ

ン
を
」と
は
な
ら
な
い
。
日
本

で
は
、
ご
は
ん
を
食
べ
な
か

ら
、
魚
・
肉
・
野
菜
な
ど
の

副
食
を
取
る
。
副
食
が
足
り

な
け
れ
ば
、お
に
ぎ
り
と
い
っ

た
ご
は
ん
だ
け
で
も
お
腹
を

満
た
す
こ
と
が
で
き
、
文
字

通
り「
主
食
」と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、肉
食
率
の
高
い
欧
米
で

は
、主
食
的
な
も
の
は
は
っ
き

り
し
な
い
。
肉
や
魚
の
メ
イ

ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
を
お
い
し
く

食
べ
る
た
め
に
パ
ン
を
食
べ

る
た
め
、そ
の
役
割
は
日
本
の

ご
は
ん
と
は
大
き
く
異
な
る
。

　

米
の
自
給
率
は
ほ
ぼ
１
０�

０
％
だ
が
、
小
麦
の
自
給
率

は
20
％
に
満
た
な
い
。
こ
れ

ま
で
米
は
「
余
っ
て
い
る
」

と
い
う
認
識
が
強
か
っ
た
。

し
か
し
昨
年
は
米
不
足
が
起

き
「
令
和
の
米
騒
動
」
と
呼

ば
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。
子

育
て
世
帯
で
は
ま
だ
ま
だ
米

の
消
費
量
は
多
く
、
ま
も
な

く
収
穫
を
迎
え
る
今
秋
は
米

を
確
実
に
手
に
入
れ
ら
れ
る

こ
と
を
願
う
。
米
は
日
本
人

の
体
に
あ
っ
た
食
べ
物
で
あ

り
、
日
本
の
地
に
適
し
た
農

産
物
で
あ
る
。
健
康
と
伝
統

を
大
切
に
す
る
な
ら
、
日
本

人
の
食
事
に
欠
か
せ
な
い
の

は
米
で
あ
る
。（
大
友
）

〈
７
月
〉

５
日　

文
化
講
演
会

22
日　

第
４
回
理
事
会

〈
８
月
〉

２
日　

�

歯
科
ス
タ
ッ
フ
セ
ミ

ナ
ー

２
～
３�

日　

親
子
一
泊
キ
ャ

ン
プ
旅
行

３
日　

�

函
館
地
区
支
部
・
本

部
共
催
講
演
会

26
日　

第
５
回
理
事
会

■
第
４
回
理
事
会

日
時　

７
月
22
日（
火
）

場
所　
本
会
会
議
室（
ウ
ェ
ブ
）

協
議
事
項

①�
８
月
度
の
主
な
活
動
に
つ

い
て

②�

外
部
監
査
の
委
託
事
務
所

の
変
更
に
つ
い
て

③�

旭
川
地
区
支
部
よ
り
支
部

活
性
化
助
成
金
の
活
用
依

頼
に
つ
い
て

④�

会
員
・
未
入
会
員
向
ア
ン

ケ
ー
ト
に
つ
い
て

⑤�

退
会
時
の
会
費
の
返
金
に

つ
い
て

⑥
そ
の
他

■
第
５
回
理
事
会

日
時　

８
月
26
日（
火
）

場
所　
本
会
会
議
室（
ウ
ェ
ブ
）

協
議
事
項

①�

９
月
度
の
主
な
活
動
に
つ

い
て

②�

消
費
税
及
び
特
定
保
険
医

療
材
料
に
関
す
る
ア
ン
ケ�

ー
ト
に
つ
い
て

③�

基
本
準
備
引
当
金
の
活
用

に
つ
い
て

④�

保
険
医
年
金
の
２
０
２
４

年
度
の
配
当
お
よ
び
２
０�

小
野　

温
先
生

６
月
21
日
ご
逝
去（
85
歳
）

岸
川　

和
弘
先
生

４
月
16
日
ご
逝
去（
69
歳
）

高
橋　

直
也
先
生

ご
逝
去（
57
歳
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

　2025年10月より医療 DX推進体制整備加算及び在宅医療DX情報活用
加算のマイナ保険証利用率の実績要件が新たに設定されます。概要につ
いて説明します。

　医療 DX 推進体制整備加算の要件見直し
　○�2024年度診療報酬改定において新設された項目について、当初、電

子カルテ情報共有サービスに係る要件として「2025年９月30日まで
の間に限り、基準を満たしているものとみなす」としていたが、現
在、同関連法案が未成立であることや電子カルテ情報共有サービス
に関する対応等を踏まえ、経過措置期間を見直すこととなった。ま
た、マイナ保険証利用率の実績要件について、今後もより多くの医
療機関・薬局が医療DX推進のための体制整備を推進させるため見
直しを行う（在宅医療DX情報活用加算も同様）。

医療DX推進体制整備加算
利用率実績 2025 年１月～

適用時期 2025 年４月１日
～９月 30日

加算１・４ 45%
加算２・５ 30%
加算３・６ 15%※１

医療DX推進体制整備加算（見直し後）
利用率実績 2025 年７月～ 2025 年 12 月～

適用時期 2025 年 10 月１日
～ 2026 年２月 28日

2026 年３月１日
～５月 31日

加算１・４ 60% 70%
加算２・５ 40% 50%
加算３・６ 25%※２ 30%※３

◆�電子カルテ情報共有サービスの経過措置は 2026年５月31日�
まで延長。

　　※「小児科特例」について、対応を継続する。
　　※１　�小児科外来診療料を算定している医療機関であって、かつ前年

（2024年１月～ 12月）の延べ外来患者数のうち６歳未満の患者
の割合が３割以上の医療機関においては、2025年４月１日から
９月30日までの間に限り「15%」を「12%」とする。

　　※２　�※１の条件を満たす医療機関においては、2025年10月１日～
2026年２月28日までの間に限り、「25%」を「22%」とする。

　　※３　�※１の条件を満たす医療機関においては、2026年３月１日～５
月31日までの間に限り、「30%」を「27%」とする。

　在宅医療 DX 情報活用加算の要件見直し
在宅医療DX情報活用加算

2025 年４月１日～ 2026 年５月 31日
電子処方箋 点数

加算１ 導入済 11点
加算２ 未導入 ９点

◆�電子カルテ情報共有サービスの経過措置は 2026年５月31日�
まで延長。

　　※点数の変更はなし。

◇　◇　◇　◇　◇　◇

　�　マイナ保険証利用率については、本年12月１日に発行済の健康保険証
への経過措置が終了することを踏まえ、より多くの医療機関・薬局で医
療DX推進整備が進むものとし、時期に応じて、マイナ保険証利用率の
実績要件を２つの時期に分けて設定することとなった。また、本年９月
末までの経過措置としていた「電子カルテ情報共有サービス」について
は現時点で法案が未成立であり、来年５月末まで経過措置期間が延長さ
れることとなった。
　�　来年度診療報酬改定でも医療DX関連項目は議論されることと思われ
るため今後も注視されたい。

２
５
年
度
適
用
利
率
等
に

つ
い
て

⑤�

審
査
対
策
部
の
委
嘱
に
つ

い
て

⑥�

郵
送
物
に
お
け
る
封
筒
か

ら
Ｏ
Ｐ
Ｐ
袋
の
変
更
に
つ

い
て

⑦
そ
の
他

駒
木
根　

武
利
先
生

２
月
23
日
ご
逝
去（
76
歳
）

小
松　

格
一
先
生

６
月
５
日
ご
逝
去（
87
歳
）

松
尾　

喜
徳
先
生

７
月
31
日
ご
逝
去（
90
歳
）

日　時
　10月25日（土） 17：00～

定　員
　先着66名

参加費
　会員・家族…5,000円
　従業員　　…6,000円

会　場
　GIGOBOWLノルベサ

※お申込みの際はチームごとに
　お申込みください。

会員親睦
ボウリング大会

日
本
人
と
米

保
険
医
会
の
動
き

理
事
会
だ
よ
り

会

員

訃

報


